
安芸高田市の上水道は、昭和 30 年頃から給水が
始まり、約 60 年が経過。昭和 50 年頃から給水を
開始した吉田・甲田地区の管路施設でも、50％以
上が管路施設の法定耐用年数 40 年を越えた状態で
運営を続けています。老朽化にともなうトラブルも増
加しており、昨年、市内で発生した漏水工事は約
120 件。突発的な漏水による道路の陥没や断水など
で市民生活に支障をきたしかねない状況です。また、
約 500km の市内配水管路は大きな地震等の災害が
起きた場合、配管が壊れる可能性もあり、長期間水
道が使用できない不便な状況に陥る心配もあります。
その他、浄水処理に使用している定期的な交換部品
が、近い将来生産中止になるなど、現在の水道施設
は様々な問題を抱えています。
次の世代に安定したサービスを提供し続けるため

には、今、更新などの対策しておく必要があります。
しかし、近年人口の減少など、様々な要因で使用水
量は減少傾向にあり、それにともない収益も減少し
ています。安芸高田市では、限られた財源の中で計
画的に維持管理をし、一部業務を民間に委託して効
率的に事業の運営をしています。また、水道の未普
及地域の解消にも取り組み、生活に欠かすことので
きない水の安定供給を行っています。
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使用者からの料金等をもとに運営している上水道・下水道。その現状と、
料金適正化に向けて今後開催される審議会の内容などをシリーズでご紹介します。
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高
齢
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
、
平
成
24
年

4
月
に
高
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改
正
さ
れ
、
法
律
第

78
号
と
し
て
公
布
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
改
正
法
に
よ
れ
ば
、
就
労
希
望
者
全
員
を

段
階
的
に
65
歳
ま
で
雇
用
す
る
た
め
に
、
雇
用
者
は

定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
、
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
、

定
年
の
廃
止
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
に
お
い
て
も
、
将
来
に
亘
っ
て
の
就

労
人
材
確
保
は
主
要
な
行
政
課
題
で
あ
り
ま
す
。
少

子
高
齢
化
が
進
ん
だ
本
市
で
は
、
大
変
厳
し
い
雇
用

状
況
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
〝
も
や
い
〟

に
よ
る
助
け
合
い
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
よ
る
女

性
の
社
会
進
出
や
多
文
化
共
生
社
会
に
よ
る
外
国
人

の
雇
用
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も

経
験
豊
富
な
高
齢
者
（
定
年
退
職
後
）
雇
用
は
、
重

要
な
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。（
以
下
、
高
齢

者
（
定
年
退
職
後
）
は
高
齢
者
と
称
す
る
。）

一
般
的
に
労
働
者
を
雇
用
す
る
上
で
は
、
能
力
・

仕
事
内
容
・
成
果
の
面
を
根
底
に
考
え
ま
す
が
、
高

齢
者
雇
用
の
場
合
は
、
職
場
（
組
織
）
へ
の
貢
献
度

や
成
果
と
い
う
よ
り
も
、
生
活
支
援
の
観
点
か
ら
雇

用
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
状

況
下
で
は
、
高
齢
者
雇
用
に
は
限
界
が
あ
り
、
継
続

は
む
ず
か
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
規
採
用
時
で
は
長
期
間
の
人
材
育
成
が
必
要
で

す
が
、
高
齢
者
の
採
用
の
場
合
は
、
既
に
能
力
を
有

し
て
お
り
、
研
修
な
し
で
即
戦
力
と
し
て
そ
の
能
力

に
賃
金
を
払
う
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。
雇
用
者

は
ど
う
す
れ
ば
採
用
し
た
高
齢
者
が
職
場
（
会
社
）

に
大
き
く
貢
献
で
き
る
か
、
活
用
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
高

齢
者
の
た
め
に
仕
事
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
適
材

適
所
に
応
じ
た
活
用
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

高
齢
者
の
賃
金
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
定
年
前
の

賃
金
と
比
較
し
て
高
い
金
額
は
求
め
な
い
反
面
、
あ

る
程
度
融
通
の
利
く
（
自
由
な
）
働
き
方
を
希
望
さ

れ
る
場
合
も
多
い
た
め
、
雇
用
者
の
命
令
に
よ
る
転

勤
・
出
張
が
な
い
な
ど
、
働
く
場
所
・
働
く
時
間
な

ど
雇
用
者
の
指
示
命
令
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。

定
年
前
の
仕
事
内
容
と
同
じ
場
合
は
、
勤
務
実
績

や
成
果
に
応
じ
て
賃
金
を
決
め
る
事
が
出
来
き
ま
す

が
、
仕
事
内
容
が
違
う
場
合
は
、
職
責
や
仕
事
量
の

調
整
が
必
要
と
な
り
、
賃
金
水
準
が
下
が
る
こ
と
は

や
む
を
得
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
労
働
意
欲
を
高
め
る

た
め
に
、
こ
の
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
理
解
を
深
め
、

合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
が
い
き
い
き
と
働
く
た
め
に
は
、
労
働
意

欲
と
姿
勢
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
も
ち
ろ
ん

仕
事
を
行
う
上
で
高
度
な
専
門
的
技
術
を
有
し
て
い

る
こ
と
は
有
効
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に

必
要
な
こ
と
は
、
新
し
い
役
割
を
も
っ
た
仕
事
に
よ

り
活
躍
し
て
い
く
意
識
や
姿
勢
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
健
康
的
・
意
欲
的
に
、
定
年
前
の
地
位
や
働
き

方
に
固
執
す
る
な
ど
の
過
去
の
実
績
に
と
ら
わ
れ
ず
、

新
し
い
役
割
を
前
向
き
に
考
え
る
と
い
っ
た
気
持
ち

の
切
り
替
え
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
役
割
に

沿
っ
た
人
間
関
係
を
構
築
す
る
事
も
大
切
で
あ
り
、

職
場
の
若
い
同
僚
の
立
場
や
目
線
で
考
え
、
助
言
を

行
う
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
仕
事

を
行
う
上
で
、
自
身
の
情
報
機
器
の
操
作
や
処
理
能

力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
定
年
の
か
な
り
前

か
ら
、
定
年
後
の
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
、
必
要
な

準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
（
定
年
後
）
雇
用
の
成
果
と
課
題
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